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7月 度理事会の概要 1～ 4

情  報

◎熱中症を防ごう! 事業主さん・働く皆さん
「職場における熱中症予防対策」をご存じですか ?

厚生労働省労働基準局・都道府県労働局・労働基準監督署

・・・  5～ 12
1 熱中症の症状と分類
2 WBGT値 (暑さ指数)の活用について
3 熱中症予防対策について
4 職場の熱中症予防対策は万全ですか ?

事務局だより

・組合情報
0共済制度について
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7月 度理事会の概要

開 催 日時 :  平成 27年 7月 16日 (木)14時 00～ 17時 00分
開 催 場 所 : 文京 シ ビックセ ンター  3階 A会議室

文京 区本郷 1-16-21
TEL0 3-5803-1115

理 事 総 数 :  lo人
出席理事数 :   8人

(1)理 事長挨拶
台風のなか、ご出席ありがとうございます。本 日は吉田理事が
病気回復 しご出席頂きました。ありがとうございます。
それでは 7月 の理事会を始めたいと思います。

(2)業務報告
①事務局運営・渉外

6月 30日 (火) 第 5支部、閉練馬ホゼン押川社長を訪問
第 5支部の役員に関し意見交換。
廣江理事長、岡野事務局長

7月 8日 (水) 星出弁護士と顧問契約締結。
一般的な法律相談、係争案件の処理等への助言
簡単な書類等の作成等の業務をお願いした。

事務局報告

事務局 夏季休業
8月 12日 (水 )～ 8月 16日 (日 )

8月 度臨時理事会 8月 20日
文京シヒ
゛
ックセンター 3階 A会議室

9月 17日 (木 )マ イナ ンバー説 明会
文京シヒ
゛
ックセンター 予定



②広報
「機関紙」の作成に取り掛かつている。

8月 中の発刊を目指す。

③教育

11月 から 3月 にかけて受験準備の講習会を企画する。
6類、4類、あわせて防排煙実務講習を予定に入れる。

④福利厚生・企画

行事の屋形船、研修旅行の知らせは 7月 の終わりか 8月 の初め
に募集をかける。

⑤財務・共同購買

売上総額に対し件名の比率が大きい。6月 は 4割 を占めている。
その分利益率が低下する。もう少し一般の売上を上げること又
在庫の動向にも注意が必要である。

⑥開発 : 特になし。

⑦研究部会

松原理事が危険予知の DVDを入手。正副支部長会議で各支部
長に渡す。また、これを You Tubeで 見られるようにする。
KYハ ンドブックは正副支部長会議の後、防災組合ニュースと
いつしょに配布する。多く欲しい人のためにハンドブック購入の
申込用紙を入れておく。

③防排煙検討委員会

防排煙設備実務要領Ⅱは完成 した。価格は 4,000円 で売 り方を
考える。全消販の会合でも宣伝を行う。
組合員への配布の仕方については廣江、岡野打合せの上遂行する。

⑨青年部

第 10回青年部の総会の模様を担当の廣江理事長より報告があっ
た。青年部より総会議事録が提示された。
年 1回、青年部の代表の理事会への出席を承認した。
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⑩支部運営促進

8月 1日 (土 )埼玉支部会開催
武藤理事、吉田理事参加

⑪その他の事業について

日本防排煙工業会の機関紙 「そよかぜ」に投稿の件

古木理事に依頼。

た。

(3)議案の審議

第 1号議案  支部会の活性化について
第 5支部会の件
現在、正副支部長が決まってぃない。役員を正副支部長会議
開催までに決定したい。理事長を中心に何人か候補者を選定し
正副支部長就任を依頼する。もし決定に至らない場合第 5支部
と他の支部との合併を考える。

活性化、第 5支部の問題については 8月 の臨時理事会での
継続審議とする。

第 2号議案  関西における防排煙実務講習会実施について
全消販 情報交歓会を前にした確認事項
全消販の前事務局長大島氏から紹介をいただぃた関西地区の

大槻氏、富永氏、麻生川氏、山下氏等に協力、参加人数の

取 りまとめをお願いする。

理事長には将来免許制度を目指すことを会合の中で明言して欲し
い 。

次回臨時理事会

平成 27年 8月 20日 (木 )
文京 シ ビックセ ンター 3階 A会議室
15:00～ 17:00
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平成 27年 7月 度業務報告

・月 日 (曜)    ・内 容 等           ・来局理事等

6月 24日 (木)  業務決裁・・ 0廣 江理事長    (会 社にて)

6月 30日 (火)  閉練馬ホゼン訪問 押川氏と支部会打合せ
廣江理事長、岡野事務局長

7月  2日 (木)  防排煙設備実務講習会開催打合せ  (事務局にて)
廣江理事長、松原理事、岡野事務局長

7月  8日 (水)  星出弁護士 顧問契約締結
廣江理事長

7月  9日 (木)  業務決裁 0・ ・廣江理事長      (会 社にて)

7月 16日 (木)  7月 度理事会・ 00文 京シヒ゛ックセンター 3-A会 議室

7月 17日 (金)  全消販・情報交換会 00・ 五反田「ゆうぽうと」
廣江理事長、磯部・古木副理事長、中島専務理事
松原理事、岡野事務局長  出席



さ_■1‐ ‐■く1置さん

講拓鰤 蒔 曲 艦 素  |
熱中症とは,高温多湿な環境下においてs体内の水分及び塩分 (ナトリ
ウムなど)のバランスが崩れたり。体内の調整機能が破縫するなどして発
症する障害の総称で。次のような症状が現れます。

高温多湿な環境では熱中症が多発します。
以下の項目をチェックして

騒場辟轟等筵季購ξ逗壽醸ましょ扮[

回 wB。¬ど
2ぁ
低減に努めていますか?

回熱への順化期間
Ⅸ
を設けていますか?

回 自党己M清網
“

功ヽゎダ泳鶴分器お■可鷺角い?

回 透過性口通気性の良い服を着ていますか?

回 睡眠不足・体調不良ではありませんか?

駁BW騰苫竃ビ説|::1露:謙罵躙 だI轟駐黒奪貿言葬揺:岩百ξ轟;髪鯉争獣慰鰭糧球温度から算出する数値
(※ 3)熱に慣れ、当該環境に適応させるために計画的に設ける期間

Cttgムお足麟と厚生労働省労働基準局
0都道府県労働局・労働基準監督署
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熱中症とは、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分(ナトリウムなど)のバランスが崩れたり、
体内の調整機能が破綻するなれ て発症する障害の総称で、表1のような様々な症状が現れます。

めまい・失神…「立ちくらみ」のこと。「熱失神」と呼ぶこともあります。
筋内痛・筋肉の硬直… 筋肉のにむら返り」のこと。際痙攣」と呼ぶこともあります。
大量の発汗

呼びかけや刺激への反応がおかしい、ガクガクと弓|きつけがある、真直ぐに歩けない、など。
高体温…

体に触ると熱いという感触があります。従来「熱射病」などと言われていたものが相当します。
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暑熱環境による熱ストレスの評価を行う暑さ指数で、次式により算出されます。
①屋内、屋外で太陽照射のない場合(日かげ)
WBGT値 =0.7x自然湿球温度+0.3x黒球温度
②屋外で太陽照射のある場合(日なた)
WBGT値 =0.7×自然湿球温度+0.2x黒球温度+0.lX乾球温度

作業場所におけるWBGT値が、WBGT基準値を超えるおそれがある場合には、熱中症にかかる可能
性が高くなりますので、次のフローチャートl礎訴え てヽ、対策を請じてください。

(注1響

冒ET値?覺妙轟簿写 選々緊t子
年7月 29日付け基安発第0729001号「熱中症の予防対策におけるWBGTの

(注2)WBGT基準値は、既往症がない健康な成年男性を
続 宴予所穐野球

ほとんどの者が有青な影響を受けないレベルに相当するものとして設定されていることに留i

WBG丁値測定器 (例 )

~6~



区分 身体作業強度(代謝率レベル)の例

=―
熱に順化して
Lヽる人″nヽ

熱に順化して
しWttLヽ人″Cヽ

0安静 安静 33 32

１
低
代
謝
率

楽な座位
軽い手作業(書く、タイビンλ 描く、縫う、簿記 )
手及び腕の作業 (′ Jヽさいベンチツール、点検、組み立て
や軽い材料の区分け)
腕と足の作業(普通の状態での乗り物の運転、足のスイ
ッチやベダルの操作)
立位
ドJル (小さい部分)   ・ フライス盤 (小さい部分 )
コイル巻き       ・ J、さぃ電気子巻き
小さい力の道具の機械
ちよつとした歩き(速さ3.5km/h)

30 2‐9

２
中

程
度
代
謝
率

継続した頭と腕の作業 (くぎ打ち、盛土)
腕と脚の作業 (トラックのオフロード操縦、トラクター及び建
設車両)
腕と1同体の作業 (空気ハンマーの作業、トラクター組立て、
しつくい塗り、中くらいの重さの材料を断続的に持つ作業、
草むしり、草掘り、果物や野菜を摘む)
軽量な荷車や手押し車を押したり引いたりする
3.5～ 5.5km/hの速さで歩く
鍛造

28 26

３
高

代

謝

率

強度の腕と,同体の作業
重い材料を運ぶ    ・ シヤベルを使う
大ハンマー作業     ・ のこぎりをひく
草刈り        ・ 掘る

硬い木にかんなをかけたりのみで彫る
5.5～ 7.5km/hの速さで歩く
重い荷物の荷車や手押し車を押したり引いたりする
鋳物を削る
コンクリートブロックを積む
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最大速度の速さでとても激しい活動
おのを振るう
激しくシャベルを使ったり掘ったりする
階段を登る、走る、7km/hより速く歩く
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※ 本表は、日本工業規格Z8504(人間工学―WBG丁 (湿球黒球温度)指数に基づく作業者の熱ストレスの評価一暑熱環境)
附属書A「WBGT熱ストレス指数の基準値表」を基に、同表に示す代謝率レベルを具体的な例に置き換えて作成したものです。
※ 熱に順化していない人とは、「作業する前の週に毎日熱に|ま露されていなかった人1のことをいいます。

下記の衣類を着用して作業を行う場合にあっては、算出されたWBG丁値に、各補正値を加えてください。

作業服 (長袖
シヤツとズボン)

二層の布(織
物)製服

補正値は、一般にレベルAと呼ばれる完全な不浸透性防護服に使用しないま ださい。
重ね着の場合に、個々の補正値を加えて全体の補正値とすることは難 ません。

衣服の種類

WBGT値に
加えるべき
補正値 (℃ )

布 (織物)製つ

なぎ服
SMSポリプロピ
レン製つなぎ服

ポリオレフィン布
製つなぎ服

限定用途の蒸
気不浸透性つ

なぎ服
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相対湿度(%)

（慨
唄
督
輝
Ｘ
ｐ
）

WBG丁値

(ここ■ 28℃～31℃は、28℃以上31℃未満の意味)
(日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3から)

※ この図は、気温と湿度から簡単にWBG丁値を推定するために作成されたものであり、室内で日射が無
い状態 (黒球温度が乾球温度と等しい。)とされたものなので、正確なWBG丁値と異なる場合もあります。
特に、屋外においては輻射熱が大きいので注意が必要です。
(「 日常生活における熱中症予防指針」 Ver.3から)

※ 危険 `厳重警戒などの分類は、日常生活上での基準であって、労働の場における熱中症予防の基準
には当てはまらないことに注意が必要です。

-8-



職場における熱中症を予防するために、次の1～ 5の熱中症予防対策を講じましょう。(なお、詳細について
は、平成21年6月 19日付け基発第0619001号「職場における熱中症の予防について」をご覧ください。)

● WBGT値が、WBGT基準値を超える(おそれのある)作業場所 (→「高温多湿作業場所」といいま
す。)においては、「熱を遮る遮へい物」、「直射日光・照り返しを遮ることが‐ る簡易な屋根」、「通風
・冷房の設備」の設置などに努めてください。
※ 通風が悪い場所での散水については、散水後の湿度の上昇に注意してください。

● 高温多湿作業場所の近隣にせ冷房を備えた休憩場所0日陰などの瀾い 休ヽ憩場所を設けるよう努
めて0螢コ 。ヽ
● 高温多湿作業場所やその近隣に、氷、冷たいおしぼり、水風呂、シャワーなどの、身体を適度に冷
やすことのできる物品や設備を設けるよう努めてください。
● 水分0塩分の補給を、定期的、かつ容易に行えるよう、
などを行うよう努めてください。

高温多湿作業場所に、飲料水の備え付け

● 作業の状況などに応じて、「作業の体止時間・休憩時間の確保と、高温多湿作業場所での連続作
業時間の短縮」、「身体作業強度(代謝率レベル)が高い作業を避けること」、「作業場所の変更」に努
めてくプ&ざい。

● 計画的に、熱への順化期間を設けるよう努めてください。   _
※ 例 :作業者が順化していない状態から、7日以上かけて熱へのばく露時間を次第に長くします。
(たれ 、熱へのぼく露を中断すると、4日後には順化の喪失が始まり、3～ 4週間後には完全に失われます。)

● 自覚症状の有無に関わらず、作業の前後、作業中の定期的な水・塩分の摂取を指導してください。
摂取を確認する表の作成、作業中の巡視における確認などにより、その摂取の徹底を図つてください。

※ 作業場所のWBGT値がWBGT基準値を超える場合、少なくとも、0.1～ 0。 2%の食塩水、また
は、ナトリウム40～ 80mg/100mlのスポーツドリンク・経口補水液などを、20～ 30分ごとに、カップ
1～ 2杯程度摂取することが望ましいところです。(ただし、身体作業強度などに応じて、必要な摂取量は異なります。)

● 熱を吸収する服装、保熱しやすい月度装は避け、クールジャケットなどの、透湿性・通気性の良い服
装を着用させてください。       ｀
● 直射日光下では、通気性の良い帽子(クールヘルメット)などを着用させてください。

● 高温多湿作業場所の作業中は、巡視を頻繁に行い、作業者が定期的な水分0塩分を摂取してい
るかどうか、作業者の健康状態に異常はないかを確認してください。なお、熱中症を疑わせる兆候が
表れた場合においては、速やかに、作業の中断などの必要な措置をれ てください。

-9-



● 健康診断および異常所見者への医師などの意見に基づく就業上の措置を徹底してください。
・ 労働安全衛生規則第43条～第45条に基づく健康診断の項目には、糖尿病、高血圧症、心疾患、
腎不全などの、熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患と密接に関係した、血糖検査、尿
検査、血圧の測定、既往歴の調査などが合まれています。
・ 労働安全衛生法第66条の40第66条の5に基づき、健康診断で異常所見があると診断された場
合には、医師などの意見を聴き、当該意見を勘案して、必要があると認めるときは、事業者は、就業
場所の変更、作業の転換などの適切な措置を講ずることが義務付けられています。このことに留意
の上、これらの徹底を図ってください。

● 熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患を治療中の労働者について。
・ 事業者は、高温多湿作業場所における、作業の可否、当該作業を行う場合の留意事項などにつ
いて、産業医・主治医などの意見を勘案して、必要に応じて、就業場所の変更、作業の転換などの
適切な措置を講じてく漣 い。

※ 熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患には、糖尿病、高血圧症、心疾患、腎不全、
精神・神経関係の疾患、広範囲の皮膚疾患などがあります。

● 睡眠不足、体調不良、前日などの飲酒、朝食の未摂取、感冒などによる発熱、下痢などヤ硝ミる脱水
などは、熱中症の発症に影響を与えるおそれがあります。

→ 日常の健康管理について、指導を行うとともに、必要に応じて、健康相談を行つてください。

● 熱中症の発症に影響を与えるおそれのある疾患を治療中の労働者について。
⇒ 熱中症を予防するための対応が必要であることを労働者に対して教示するとともに、労働者が主
治医などから熱中症を予防するための対応が必要とされた場合、または労働者が熱中症を予防す
るための対応が必要となる可能性があると判断した場合は、事業者に申し出るよう指導してください。

● 作業開始前・作業中の巡視などによって、労働者の健康状態を確認してください。

● 休憩場所などに、体温計や体重計などを備えるこどQ必要に応じて、体温、体重その他の身体の
状況を確認‐ るように努めてください。
● 以下は、熱へのぼく露を止めることが必要とされている兆候です。
・ 心機能が正常な労働者については、1分間の心拍数が、数分間継続して、180から年齢を引いた
値を超える場合
0作業強度のピークの1分後の心拍数が、120を超える場合
・ 休憩中などの体温が、作業開始前の体温に戻らない場合
・ 作業開始前より、1.5%を超えて体重が減少している場合
・ 急激で激しい疲労感、悪心、めまい、意識喪失などの症状が発現した場合 など

● 作業を管理する者や労働者に対して、あらかじめ次の事項について労働衛生教育を行ってください。
(1)熱中症の症状  (2)熱中症の予防方法 (3)緊急時の救急処置 (4)熱中症の事例
なお、(2)の事項には、1～ 4に示した熱中症予防対策が合まれます。
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● あらかじめ、病院・診療所などの所在地や連絡先を把握するとともに、緊急連絡網を作成し、関係
者に周知してください。

● 具体的な救急処置については、下図「熱中症の救急処置(現場での応急処置)」を、参考にしてく
ださい。

図・熱中症の救急処置 (現場での応急処置)

意識がない、呼びかけに応じない
返事がおかしい、全身が痛い、など

意識は清明である

自力で摂取できる

自力で摂取できない

※ 上記以外にも、体調が悪化するなどの
場合には、必要に応じて、救急隊を要請
するなどにより、医療機関へ搬送すること
が必要です。

・ めまい、失神、立ちくらみ
。こむら返り
・ 大量の発汗
・ 体がぐったりする
・ 力が入らない

熱中症を疑う症状については、「1熱中症の症状と
分類」の表1を参照してください
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職場の熱中症予防対策は万全ですか?下 記のチェックリストで自主点検してみましょう。
Iいレ≧え」のときには、該当するページをご確認ください。)

職場における熱中症予防対策(H21.6.1唯発第0619001号)自主点検表

① WBG丁値(暑さ指数)を知っていますか? □はい □いいえ ⇒6ド
~ジヘ

⇒91ページヘ

⇒91ページヘ

⇒9が―ジヘ

⇒9ド~ンヘ

⇒0ベージヘ

⇒9^―ジヘ

⇒9ページヘ

⇒Юバージヘ

⇒Юパージヘ

⇒Юパージヘ

刊瞼ページヘ

|

⇒Юぺ~ンヘ

⇒11パージヘ

⇒111-ジヘ

② WBG丁値(暑さ指数)の低減を図つていますか? □はい □いいえ

③ 休憩場所は整備していますか? □はい □いいえ

④ 高温多湿作業場所などで、連続作業時間の短縮を
図つていますか?

□はい □いいえ

⑤ 高温多湿作業場所に労働者を就かせる際に、順化
期間を設けていますか? 回はい □いいえ

⑥ 自覚症状の有無に関わらず、労働者に水分・塩分
を摂取させていますか?

□はい 口いいえ

⑦ 労働者に、透湿性1通気性の良い服装や帽子を、
着用させていますか? □はい □いいえ

③ 作業中の巡視を行つていますか? □はい □いいえ

⑨ 健康診断結果に基づき、就業場所の変更・作業転
換などの措置を講じていますか?

□はい □いいえ

⑩ 日常の健康管理について、労働者に指導していま
すか? □はい □いいえ

⑪ 作業開始前・作業中に、労働者の健康状態を確認
していますか? □はい □いいえ

⑫ 体温計などを常備し、必要に応じて身体の状況を
確認できるようにしていますか?

□はい □いいえ

⑬ 熱中症を予防するための労働衛生教育を行ってい
ますか? 回はい □いいえ

⑭ 熱中症の発症に備えて、緊急連絡網を作成して関
係者に周知していますか? □はい □いいえ

⑮ 熱中症を疑わせる症状が現れた場合の救急処置
を知っていますか? □はい □いいえ

-12-
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事 務 局 だ よ り

◎組合情報

●組合員住所変更 東通工業株式会社 (代表取締役 押尾勝)
〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-15二 4
YS第一ビル 1階

(電話番号、FAX番号は変更なし)

●組合事務局夏季休暇 8月 12日 (水)～ 14日 (金 )

◎共済制度について

●消防設備保守 0点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 0株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになった総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

●団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 0株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ       .
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。                      

・
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平成 27年 月 日

組 合 員 各 位

拝啓

平素より当組合事業にご協力賜り誠に有難う御座います。

さて、当組合の夏季休業は下記の通り実施いたします。

何かとご迷惑をおかけいたしますが何卒よろしくお願い申し上げ

ます。 敬 具

自 8月 12日 (水)

業
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